
一

肱

川

村

選

挙

管

刑

委

員

会

は

二

月

一
十
日
隅
催
、
委
員
長
に
谷
本
固
雄
、

代

理

渡

辺

時

徳

を

選

任

し

た

。

家
族
計
回
相
談
日

鹿

野

川

ダ

ム

の

完

成

に

伴

い

肱

川

並

妃

妍

婦

の

流

域

の

観

光

間

発

促

進

を

図

る

為

め

一

診

察

侭

つ

い

て

、
大
洲
市
、
長
浜
町
、
肱
川
村
で
協
一

0

0

0

0

歳

会

の

設

立

を

見

る

こ

と

＼

な

り

、

一

日

時

及

所

各

所

と

も

午

后

一

時

五
日
，
鹿
野
川
和
気
助
産
婦
宅

一
月
三
十
日
龍
雲
館
に
お
い
て
狸
事

者

を

始

め

関

係

者

五

十

名

参

槃

、

盛

―

-
H

小

ャ

ブ

集

会

所

会

の

う

ち

に

肱

川

流

域

観

光

協

議

会

ご

一

日

大

谷

公

民

館

•
一
三
日
中
津
小
学
校

が
生
れ
た
。
I

会

長

沼

田

大

洲

市

長

副

会

長

一

六

日

中

肘

谷

公

民

館

一

八

日

稚

蚕

詞

育

所

―1
0
日

岩

谷

小

学

校

末

永

長

浜

町

長

池

田

肱

川

村

長

理

事

そ

の

他

を

選

任

引

続

き

観

光

市

―

業

に

つ

い

て

協

議

懇

談

し

た

。

二

三

H

宇
和
川
事
務
所

―

二

六

日

正

山

小

学

校

肱川流域

二
月
三
日
臨
時
村
議
会
を
開
い
て
一

次

の

議

案

を

證

決

し

た

。

一

一
、
晶
林
漁
幣
資
金
借
入
に
対
す
る
一

捐
央
補
償
に
つ
い
て

二
、
県
常
工
事
費
の
立
替
に
つ
い
て
―

三
、
村
謡
会
諭
貝
定
数
条
例
設
定
に

コ
‘
9
C

＼ヽ

.
-
（
定
敷
十
八
名
と
す
る
｀
）

一
四
肱
川
付
選
学
管
理
委
員
皮
補
充
一

一

図

の

浬

学

に

つ

い

て

一

観光協議会

発足

＼ 會

ー
選
挙
倍
迎

委
員
会
を
間
＜
ヽ
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補

充

員”
 

寺丙和尾

渇谷気下

義義千林
太

ぷ~叫秋郎

ル’ I/ 

委

”
 
員．
ベ

野渡和谷『

尻辺気本

桐時鶴恒

清徳吉雄

臨

時
1

村

議

会

を

開

く

/
い
入
琴

/
5

刀り‘□
 
肱

発

) l I 

絹

村

1了

役場

/95ツ・ 2 ・.20 

集

肱川村教育委員会

‘ヽヽ

投

槃

の

状

況

一

t,． 
11 

•—--ヤ--～- -- - ｀ ←--

. - -
三 ニー
日日

＾ 

五
[ l 

l几l
n 

ニ
。
一
八
八
票

九
一
三
票

、,、
J

本
月
の
出
来
ご
と

.、
．．
． 
，99999999ヽ‘;，.,.、•• 
”99.'心
9,．，'

ニ
四
日

］
 
l
 

午
前
中
教
育
委
員
会
間
＜

午
後
観
光
に
関
す
る
懇
談

令
を
間
＜

大
洲
病
校
肱
川
分
校
に
お

い
て
川
上
区
牒
槃
改
良
普

及
事
務
所
主
催
新
生
活
学

級
の
間
講
式
を
学
行
．
戒

田
副
知
事
臨
席

久
松
知
肛
侯
補
、
会
議
室

に
忙
い
て
個
人
演
説
会
を

て
＼
ノ
ー
~
｀

刊
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雪
む
た
め
延
期
中
の
村
常
会
・

を
開
く
．
午
後
村
猿
会
諒
貝

定
数
変
更
に
つ
い
て
有
識
者

の
意
見
を
聞
く

廂
野
川
ダ
ム
完
成
に
伴
う
漕

艇
コ
ー
ス
に
つ
い
て
県
教
委

、
漕
艇
連
盟
よ
り
も
出
席
懇

談
会
を
開
く

か
ん
が
い
用
水
路
の
測
量
及

間
拓
地
検
究
の
た
め
八
幡
浜

耕
地
事
務
所
よ
り
係
官
来
村

大
谷
小
。
中
学
校
視
寮

愛

媛

県

知

事

選

掌

午

前

一

時
鹿
野
川
、
川
上
石
油
襄
崩
―

壊

に

よ

っ

て

消

防

団

出

動

一

お
や
ぷ
躯
雲
館
に
。
お
い
て
肱
―

川
流
域
（
大
洲
、
長
浜
、
肱
―

川
、
）
観
光
屈
試
会
を
設
立

L

↑
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L
 
海
外
移
住
希
硝
岩
忍
談
会
を
一

叫
く
母
？
ず
福
椛
会
役
机
会
―

，く、
甘
を
1ノ
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家庭菜園の面積と薩菜の種類（一人当り）

類；面 積：株数：

根 '
ぷ

白菜 ' 
}な；

ーレン草 lし 3 .. 

ンラン

ギ 3.
． ．． ． ． ．． → し-・ ••`` •・ア｀ ‘ ．． 

；ーネギ 3。

エン豆i、,3愈

：合計 らも。

三
日
四
日
・

臨
時
村
涵
会
を
閏
く

大

地

間

懇

地

地

す

ぺ

り

調
査
の
た
め
県
農
地
拓
殖

課
よ
り
出
張

県

土

木

部

長

江

戸

技

師

大
地
地
す
ぺ
り
及
大
谷
橋

等
調
査
の
た
め
来
村

中
敷
水
電
話
架
設
工
市
将

工

消

防

団

分

団

長

会

及

後
媛
会
長
連
絡
会
を
開
く

選
学
管
理
委
貝
会
を
開
く

そ
菜
は
、
人
間
の
栄
務
の
う
ち
、

も
[
-
と
も
大
切
な
丘
つ
の
も
の
在
も.,＇’’ 

•.••••••••. 5

5
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o
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h
じ
ー

家
庭
菜
園
の
作
り
方

-
0
日

五
日

つ
て
お
り
、
元
気
に
粋
す
た
め
に
欠

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
大
切
な
そ
菜
が
、
都
会
で
は

自
由
に
手
に
人
る
の
に
、
、
作
る
股
村

で
は
か
え
つ
て
不
自
由
な
の
は
お
か

し
な
こ
と
で
す
〇
計
画
的
に
菜
園
を

作
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

そ
菜
の
種
類
は
、
一
四

0
く
ら
い

あ
り
、
そ
の
中
で
、
売
ら
れ
て
お
る

の
は
五

0
位
で
す
が
、
更
に
こ
の
中

で
栄
将
上
特
に
必
嬰
な
も

0
を
あ
げ

る
と
な

す

ト

マ

ト

胡

凧

南

瓜

里

い

も

白

菜

か

ん

ら

ん

ホ

ー

レ

一

ン

草

大

根

カ

プ

人

参

ゴ

ポ

ー

ね

ぎ

玉

ね

ぎ

菜

豆

エ

ン

豆

寮

豆

の

二

三

品

が

あ

げ

ら

れ

庄

•
9
,
．
パ
．
，

1
，
＇
：

;
:
'
+
'
n
.

＿

そ
れ
で
は
・
一
体
ど
い
一

ぷ

3
0
.

3
,
b
s
 

o

.

急
．
く
ら
い
の
野
菜
が
必
罪
二

3

で
し
よ
う
か
｀
大
休
）
一

?

2

ゅ／
人

一

日

に

三

・

七

五

瓦

一

i
(
-
n
[
0
匁
）
年
間
．
―
-
―

三
六
/
(
―
三
六
•
五

瓦
｝
い
る
こ
と
に
な
り
ま
一

す
。
こ
れ
を
作
る
に
必
―

嬰
な
面
積
は
、
約
一

0
1

坪
で

0
．
六
ア
ー
ル
の

作
付
を
す
れ
ば
よ
い
こ

と

に

な

り

生

す

。

一

一
人
当
り
作
付
計
圃

は
次
の
通
い
で
す
。

（
別
表
）

こ
の
表
に
よ
る
栽
培

法
に
つ
い
て
は
次
号
で

お
し
ら
せ
し
ま
す
。
ヽ

,
、
[
／／メ>
口J` ／、

，
＇
ー
，
＇
ー
|
'
1
-



m
 

の

月

麦

は

、

三

月

上

に

分

け
つ
を
終
ろ
ろ
そ
れ
ま
で
に
充
分

一

な

肥

と

手

で

L
 

ぇ
モi

入合 すい補鼎二で門るしなれてを係と，
りさこるて助か二にうサたどたすよての
れ‘でのこ‘をら基三話イが本精° < ‘関
るこ｀サと全交三が 0 が口、年現•こし畑係
°れーイが酪付分着基すを
で‘口望農すーエ完ヽ是；
はま家る‘し成みが
五れがが村たで‘非
尺てサ、か゜｀先で
とおイこらことずも
十る口れ三れり三作

一飼尺°をに分にあ月ろ
料の 餃つーはえ末う
が大 置ゞの‘ずまとあま

“り一

ー

サ

イ

ロ

の

ヽ

む

ー

革
を
ワ
ラ
で
飼
う
の
な
ら
、
乳

牛
を
飼
う
の
は
や
め
よ
。
と
言
わ
れ

て
お
る
。
乳
質
の
わ
る
い
の
も
、
た

ね
の
つ
き
に
く
い
の
も
、
乳
景
の
少

い
の
も
、
牛
の
寿
命
の
短
い
の
も
、

も
と
は
こ
＼
ら
に
あ
る
よ
う
で
す
C

乳
牛
は
も
ち
ろ
ん
和
牛
も
、
豚
も

師
羊
も
、
ニ
ワ
ト
リ
ま
で
、
質
の
よ

い
工
サ
を
安
く
や
る
。
と
い
う
こ
と

を
ぬ
き
に
し
て
、
振
興
を
考
え
る
の

は
コ
ッ
ケ
イ
で
あ
る
。
畜
産
は
実
に

冬
の

養

を
解
消

3 :;;_, ／
 

分

け

つ

の

た

め

に

を

四

0
絨

か

ら

ー

六

0
0匁
を
一
―

月
中
頃
に
や
る
。

中

耕

は

や

め

に

上

入

三

月

中

旬

以

後

か

ら

始
め
、
乾
い
た
土
を
く
き
た
け

゜

の
I

一ー

麦

ふ

み

分

け

つ

の

少

い

と

き

凡

麦

ふ

み

を

す

ろ

。

越
冬
昆
虫
の

駆
除
如

す
る
衛
先
害
虫
の
成
虫
、
サ
ナ

ギ
、
幼
虫
を
防
怜
す
る
こ
と
は
来
る

べ
き
こ
れ
ら
害
虫
の
最
成
期
に
侃
え

て
、
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
ろ
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
各
地
区
に
お
い

て
陥
力
し
て
次
の
こ
と
を
参
考
に
駆

除
強
化
を
お
願
い
し
ま
苅
0

期
間
二
月
』
日
よ
り
三
月
末
ま
で

薬
剤
に
よ
る
駆
除
に
つ
い
て

A

成
虫
を
対
象
と
す
る
も
の

D
D
T
、
デ
ル
ド
リ
ン
ま
た
は
、

こ
れ
ら
と
他
の
合
剤
な
ど
碑

果

0
長
い
も
の
を
屋
内
の
＝

壁
床
下
や
、
便
所
、
納
屋
、

た
ど
力
と
ハ
工
の
成
虫
が

ま

た

は

る

よ

“
 

い
て

J 

や

ボ

ー

フ

ラ

る

サ
ナ
ギ
を
1

す
る
も
の

カ

の

さ

な

苔

ニ

ボ

ー

フ

ラ

）
は
ポ
ー
フ
ラ
に
準
じ
て
差
支

え
な
い
が
、
ハ
エ
の
サ
ナ
ギ
に

対
し
て
は

D
D
T
又
は
リ
ン
デ

ン
の
粉
剤
を
も
つ
て
羽
化
す
る

と
き
の
弱
い
成
虫
に
触
れ
さ
せ

る
よ
う
撒
布
す
る
こ
と
。
な
お

サ
ナ
ギ
自
体
に
は
余
り
薬
効
を

期
待
出
来
な
い
が
、
火
炎
照
射

に
よ
っ
て
は
有
効
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

0

物
理
的
対
領
に
つ
い
て

の

間

に

便

の

、

堆

肥

舎

の

改

ご

み

箱

の

補
修
整
備
、
簡
易
と
み
焼
炉
の

殺
謹
、
溝
下
水
の
塗
り
こ
み
、

竹
の
カ
ブ
割
り
7

墓
地
花
立
の

砂
入
れ
な
ど
根
本
的
な
施
設
改

善
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
の
で

、
こ
れ
に
力
を
入
れ
る
こ
と
。

な
お
次
の
越
冬
昆
虫
の
生

参
賠
の
こ
と
。

B 
ゃ‘便 るよはし
ぷ堆つ幼こつ油
等肥ぽ虫
の舎のを
ヵ‘肥対

と下料
ハ水だ
工‘め
の墓‘る

し剤に幼地とも
‘ま対虫花乙＾ 坤年 m ふ叩。

ウたしの立

lジはて越‘
ヽ—-—← -4` —· • →.．入--̂ ～心9 •一，丸·-

Iでてま ニな生既越 ヽナつはぬ’寸

lに死でクと吋吾にし 冬オてとが幼虫て
1 サに生パにの受翌眠 イ越み‘虫も暖

：ナ‘きェじこ精年状
工冬た卵は発い

i ギウてのつつしの態バすめか‘育 H

にジい成とてて春に
工る附ら冬すにそヒ

メの
なはる虫し便い産な、

は°近かに，るはも
パ生

つ十がはて所る卵っ
のえな°卵親

て月‘おいのメすて
．成 土つるキをがゴー、

土頃やそるすスる冬虫 をた前ン生生
、の もウにバみき ク

中まが< °みががを
ま ぐジ死ェ‘てロ

9 -
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2会月5日
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市況 小丸太は前回（／月20日）
次回 (2月30日）

市日は毎月 5日

世
帯計女男
数人

一七三四
0 ●尋

＂ 

四七七 0 ロ
四九五四
一七六一

も保合の見込

20日

コ
メ

フ
ュ
ミ

／・ヘへ 魯

I9 II 

告イ
-.__, -¢カ

亡

便
り

で
そ
の
ま
ヽ
・

親
虫
と
な
る
。

ア

カ

イ

エ

カ

の

た

メ

ス

は

r

そ
の
ま
ヽ
冬
眠
に
入
り
、
家
の
す
み

や
家
畜
小
屋
積
わ
ら
野
外
の
暖
い
ァ

ナ
の
中
な
ど
で
冬
を
越
す
。
同
様
に
・

他
の
イ
エ
カ
の
類
や
、
シ
ナ
ハ
マ
ダ
蝕

ラ
カ
も
メ
ス
が
越
冬
す
る
。
ャ
プ
と

か
、
森
の
中
で
多
く
み
ら
れ
る
ヒ
ト

ス
ジ
シ
マ
カ
は
卵
の
形
で
冬
を
越
し

春
が
茫
る
と
発
育
し
て
親
に
な
る
。

オ
オ
ク
ロ
｀
ヤ
ブ
カ
、
ト
ウ
ゴ
ウ
ヤ
プ
，

カ
、
ヤ
マ
ト
ャ
ブ
カ
の
類
は
幼
虫

の

形

で

越

し

に

成

虫

に

な

る。

h
ー

某

ー

、

7
<

席寓対合

を策員
t iにが
いつ出
い席
て‘
で宣
箱あ言
糾つ‘
合た陳合（こ］
と゜ i行の名
さし 決振の
れて ＇議興組合

予
子
林
：

大

谷

：

今
岡

森
田
大
塚
横
田
山
路
中
宮

勝
•
藤
本

研
貴
•
宮
武

淑

恵

上

田

泉

四
郎
早
苗

し
"f"

ー
咄
悶
i-H

八
名
の
~
木
賓
と
し
て
＇

、

百

長

等

の

臨

極

＾

：

：

）

う

;
-
c
s

1

、

て
受

H
 

ー
ー
~

山
烏
阪

叡

正

宰

・
大
本
フ
ュ
ミ

。
富
永
ま
ゆ
み

広

志

・

和

気

福

芳

弘

・

久

保

栄

二

一四

の

人

l ] 

動

伐

採

期

間

に

つ

い

て

月

は

請

の

期

間

で

ナ

ヌ
ギ
四
ヒ
ノ
キ
四
六
、
マ
ッ
―
-

i

i

生
ま
で
の
木
を
伐
採
す
る
人
は
、

一
日
よ
り

i-．十
一
日
に
、

地
晋
合
帳
面
臼

図
芸
を
闘
べ
て
、

に
き
て
下
さ
い
。

ら
、
そ
れ
ま
で
の
、。

し

て

し


